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初
期
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営
業
状
態
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て
ぜ
室

丸
善
の
開
業
は
忽
卒
の
こ
‐
と
で
あ
っ
た
た
め
に
、
新
浜
町
の
店
舗
は
よ
ほ
ど
手
狭
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
間
も
な
く
付
近
の
相
生
町
一
一

丁
目
に
移
転
し
た
。
そ
し
て
店
を
一
一
つ
に
分
け
て
、
一
方
を
書
店
と
し
、
一
方
を
薬
店
と
し
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
や
は
り
不
便
で
あ

っ
た
た
め
か
、
明
治
四
年
に
な
っ
て
、
さ
ら
に
堺
町
二
丁
目
一
一
番
地
に
移
り
、
書
店
と
薬
店
と
は
、
隣
り
合
わ
せ
で
は
あ
る
が
、
別
友

に
店
舗
を
構
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
薬
店
の
隣
に
静
々
舎
と
称
す
る
診
療
所
を
設
け
、
有
的
は
こ
こ
で
一
般
の
人
女
の

診
療
に
従
事
し
た
。
そ
し
て
来
診
の
患
者
に
は
処
方
菱
を
与
え
て
、
薬
店
で
調
剤
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
と
い
う
。
相
生
町
の
店
の
一
一
階

に
は
、
も
と
か
ら
医
学
生
を
合
宿
さ
せ
て
、
塾
と
し
て
い
た
が
、
明
治
五
年
頃
か
ら
堺
町
の
薬
店
の
二
階
に
英
学
生
を
合
宿
さ
せ
、
こ

れ
を
研
究
舎
と
称
し
た
。
新
宮
涼
園
が
会
頭
と
な
っ
て
、
英
学
を
講
習
し
た
の
は
、
こ
の
研
究
舎
に
お
い
て
で
あ
る
。
藤
山
雷
太
、
甲

賀
信
郎
な
ど
も
こ
こ
で
修
業
し
た
一
人
で
あ
っ
た
。
藤
山
雷
太
は
後
の
著
名
な
実
業
家
で
あ
り
、
藤
山
愛
一
郎
の
父
で
あ
る
。
甲
賀
信

郎
は
有
名
な
回
天
艦
長
甲
賀
源
吾
の
甥
で
あ
る
。

丸
屋
商
社
は
、
創
業
の
時
に
は
、
和
本
な
ど
も
店
に
置
い
た
ら
し
い
が
、
後
に
は
特
殊
な
も
の
の
他
に
は
、
原
書
以
外
は
扱
わ
な
く

な
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
顧
客
は
、
横
浜
在
住
の
人
女
よ
り
は
、
東
京
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
買
い
求
め
に
来
る
老
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
明
治



堺
町
二
丁
目

丸屋書店

五
年
頃
ハ
ル
ッ
ホ
ル
ン
の
「
医
学
提
要
」
（
国
．
国
日
直
５
９
の
Ｉ
ｏ
Ｏ
ｐ
ｇ
①
。
目
の
○
冷
昏
①
旨
の
農
。
巴
の
９
２
８
）
一
一
ダ
ー
ス
ほ
ど
箱
入
り

で
入
荷
し
た
の
で
、
注
文
が
多
過
ぎ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
話
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
東
京
へ
送
る
と
、
た
ち
ま
ち
売
り
切
れ

た
た
め
に
、
み
な
意
外
に
感
じ
た
と
い
う
。
な
お
こ
の
書
物
の
第
二
版
は
、
太
田
用
成
（
浜
松
県
立
病
院
長
兼
浜
松
医
学
校
校
長
）
、

柴
田
部
平
（
同
病
院
医
員
兼
医
学
校
教
官
）
、
虎
岩
武
（
同
病
院
医
員
兼
医
学
校
教
頭
）
の
三
人
に
よ
っ
て
識
訳
さ
れ
、
「
七
科
約
説
」

の
名
で
明
治
十
二
年
に
上
下
一
一
冊
の
洋
装
背
革
本
と
し
て
、
浜
松
の
鞍
智
逸
平
の
手
に
よ
っ
て
印
刷
出
版
さ
れ
た
。
そ
し
て
丸
善
も
そ

の
発
売
所
と
な
っ
て
い
る
。
七
科
と
は
解
剖
・
生
理
。
化
学
・
薬
物
・
内
科
。
外
科
及
び
産
科
を
収
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
当
時
と

し
て
、
こ
の
書
物
は
、
多
数
の
医
学
研
究
者
に
稗
益
す
る
と
こ
ろ
の
多
か
っ
た
も
の
で
、
医
術
開
業
試
験
の
制
度
を
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
も
、
こ
の
書
の
刊
行
が
与
っ
て
力
が
あ
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。

丸
屋
は
、
そ
の
創
業
の
は
じ
め
に
は
、
書
籍
と
い
い
、
薬
品
と
い
い
、
す
べ
て
横
浜
の
外
人
商
店
を
経
て
輸
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
商
店
に
は
ア
レ
ン
（
衿
］
］
８
）
、
プ
ラ
オ
ル
、
ハ
ル
ト
リ
ー
（
国
凹
昌
の
『
）
、
マ
ル
コ
ム
（
冒
巴
８
］
日
）
、
チ
ッ
プ
メ
ン
、
マ
イ
ャ
ー

商
会
な
ど
が
あ
っ
た
。
就
中
ア
レ
ン
と
は
取
引
が
多
か
っ
た
ら
し
い
。
ハ
ル
ッ
ホ
ル
ン
の
「
盃
学
提
要
一
も
、
ア
レ
ン
テ
」
主
文
し
を
も

Ｉ
土
蔵
一
一
土
蔵

細
流
社
美
濃
屋
土
蔵

か
つ
た
ら
し
い
。
ハ
ル
ッ
ホ
ル
ン
の
「
医
学
提
要
」
も
、
ア
レ
ン
に
注
文
し
た
も

の
の
よ
う
で
あ
る
。
ブ
ラ
オ
ル
か
ら
は
薬
品
を
仕
入
れ
た
。
ハ
ル
ト
リ
ー
か
ら
は

書
籍
及
び
薬
品
を
仕
入
れ
た
。
当
時
は
外
人
商
館
と
の
取
引
に
は
、
い
ろ
い
ろ
困

難
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
ハ
ル
ト
リ
ー
商
館
へ
荷
物
を
引
き
取
り
に
行
っ
た
際
に
、

ハ
ル
ト
リ
ー
に
不
法
の
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
に
、
丸
屋
の
店
員
で
あ
っ
た
松
本
善

介
が
、
手
き
び
し
く
反
撃
し
、
以
来
ハ
ル
ト
リ
ー
は
あ
ま
り
無
法
の
こ
と
を
言
わ

5１

丸屋薬店

静々舎

堺町丸屋見取図
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浜
の
外
人
商
館
を
経
由
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
外
国
と
の
直
取
引
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
ロ
ー
マ
ン
負
○
日
目
倖
○
○
・
）
に
書

籍
や
文
房
具
を
、
ま
た
ク
ラ
ア
ン
。
エ
ン
ド
・
ブ
ラ
イ
ハ
ム
に
薬
品
を
注
文
し
た
の
が
最
初
で
あ
る
と
い
う
。
明
治
六
年
十
二
月
に
ロ

ー
マ
ン
に
注
文
し
た
石
版
や
白
墨
が
横
浜
税
関
に
到
着
し
て
い
る
か
ら
、
恐
ら
く
そ
の
頃
の
〉
）
と
で
あ
ろ
う
。
ロ
ー
マ
ン
は
本
社
が
一
一

ユ
ー
ョ
ー
ク
に
あ
っ
た
の
で
、
有
的
か
ら
当
時
日
本
公
使
館
の
書
記
官
で
あ
っ
た
塚
越
〔
鈴
彦
？
〕
に
、
そ
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
依
頼

し
た
書
簡
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

明
治
七
年
頃
に
な
る
と
、
〃

海
外
か
ら
の
直
接
取
引
は
、
傘
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
の
シ
ョ
ル
ト
・
シ
ョ
ル
ト
及
び
ウ
ェ

徐
ろ
に
軌
道
に
乗
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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－
ラ
ン
ド
等
か
ら
の
仕
入
れ
が
は
じ
ま
り
、

ハルトリー印のある書嬬

な
く
な
っ
た
と
い
う
話
が
あ
る
。

マ
ル
コ
ム
か
ら
は
薬
品
を
仕
入
れ
た
。
チ
ッ
プ
メ
ン
か
ら
は

書
籍
を
仕
入
れ
た
。
チ
ッ
プ
メ
ン
は
後
に
枢
密
顧
問
官
と
な
っ

た
細
川
潤
次
郎
が
明
治
四
年
に
工
部
少
丞
と
し
て
渡
米
の
際
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
知
り
合
い
に
な
っ
た
書
店
の
番
頭
で
あ
っ

て
、
細
川
氏
を
頼
っ
て
来
日
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
マ
ィ
ャ
ー

商
会
か
ら
は
、
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
の
書
籍
を
仕
入
れ
た
そ
う

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
丸
善
の
初
期
の
輸
入
は
直
取
引
で
は
な
く
、
横

5２



5３

当
時
外
国
語
は
勿
論
一
般
に
普
及
せ
ず
、
早
矢
仕
民
治
の
追
憶
に
よ
る
と
、
店
員
は
洋
書
の
書
名
が
容
易
に
覚
え
ら
れ
な
い
で
、
困

難
し
た
と
い
う
。
そ
こ
で
書
名
を
識
訳
し
て
、
こ
れ
に
定
価
を
付
し
て
一
枚
板
に
列
記
し
た
が
、
原
語
と
対
照
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
に
、
止
む
を
得
ず
ウ
ェ
ー
ラ
ン
ド
の
修
身
書
は
、
書
名
が
三
行
に
書
い
て
あ
る
。
ま
た
同
じ
著
者
の
経
済
書
は
書
名
が
四
行
に
書

い
て
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
書
名
の
表
記
の
様
式
な
ど
に
よ
っ
て
記
憶
さ
せ
た
。
そ
し
て
夕
方
に
な
る
と
、
金
沢
廉
吉
が
、
店
員
を
集

め
て
、
誰
は
ど
の
書
物
を
出
せ
、
誰
は
ど
の
書
物
を
出
せ
と
い
う
風
に
訓
練
し
た
と
い
う
。

ま
た
こ
の
頃
松
本
孝
助
と
い
う
東
京
の
活
版
業
者
が
、
へ
ボ
ン
の
辞
書
の
中
か
ら
和
英
の
部
だ
け
を
小
本
に
印
刷
し
て
、
そ
の
売
り

捌
き
を
丸
屋
に
委
託
し
た
こ
と
が
あ
る
。
あ
る
時
そ
の
送
本
の
包
紙
に
、
ロ
ー
マ
字
の
活
字
で
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
書
き
、
こ
れ
に
仮

名
を
付
し
た
も
の
の
反
古
が
あ
っ
た
。
早
矢
仕
民
治
は
こ
れ
を
発
見
し
て
、
大
切
に
保
存
し
て
暗
諦
す
る
こ
と
を
努
力
し
た
。
こ
れ
が

丸
屋
の
店
で
ロ
ー
マ
字
を
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
は
じ
め
だ
と
い
う
。
そ
の
当
時
は
こ
れ
に
類
似
し
た
も
の
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
清
水

勝
三
と
い
う
店
員
が
そ
の
反
古
を
奪
い
取
っ
た
と
い
っ
て
大
喧
嘩
に
な
っ
た
と
い
う
逸
話
も
あ
る
。

明
治
五
年
に
政
府
は
そ
れ
ま
で
久
し
く
行
わ
れ
た
太
陰
暦
を
廃
し
て
、
太
陽
暦
を
採
用
し
た
。
（
明
治
五
年
十
一
一
月
三
日
は
明
治
六

年
一
月
一
日
と
な
っ
た
）
こ
れ
は
国
民
生
活
に
大
き
い
影
響
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
。
福
沢
諭
吉
は
こ
の
時
「
改
暦
弁
」
を
著
し
て
、

改
革
の
必
要
な
所
以
を
国
民
に
説
明
し
た
。
こ
れ
は
慶
応
義
塾
の
蔵
版
で
あ
る
が
、
従
来
の
関
係
か
ら
丸
屋
で
も
売
り
出
し
た
。
と
こ

ろ
が
一
般
の
需
要
が
多
い
た
め
に
、
そ
の
製
本
が
間
に
合
わ
ず
、
印
刷
し
た
ま
ま
で
受
け
取
っ
て
、
店
で
店
員
ら
が
製
本
し
た
。
わ
ず

お
や
い
づ
か
な
め

か
十
九
丁
の
小
冊
子
で
あ
る
が
、
紙
を
折
る
手
数
が
あ
る
の
で
、
当
時
入
社
し
た
ば
か
り
の
小
柳
津
要
人
も
こ
れ
を
手
伝
っ
た
が
、
函

館
戦
争
の
時
に
受
け
た
負
傷
の
た
め
、
右
手
の
栂
指
が
不
自
由
で
あ
っ
た
の
で
、
中
奔
捗
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。



懸
燕
霊

し
か
し
こ
の
情
勢
は
間
も
な
く
変
化
し
た
。
新
た
に
新
政
府
の
支
配
に
帰
し
た
関
東
の
土
地
の
人
民
を
緩
撫
す
る
た
め
に
、
七
月
に

は
江
戸
を
改
め
て
東
京
と
称
し
、
鎮
台
は
廃
せ
ら
れ
て
鎮
将
府
と
な
り
、
特
に
市
政
に
関
し
て
は
東
京
府
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
九

月
に
は
車
駕
は
京
都
を
発
し
て
、
翌
月
東
京
に
着
薙
せ
ら
れ
、
そ
の
年
は
一
旦
京
都
に
還
幸
せ
ら
れ
た
が
、
明
治
一
一
年
三
月
に
は
再
度

東
幸
せ
ら
れ
、
東
京
城
を
改
め
て
皇
城
と
し
、
事
実
上
こ
れ
を
皇
城
と
定
め
ら
れ
た
。
嘗
て
幕
府
の
所
在
地
と
し
て
、
武
家
権
力
の
中

心
で
あ
っ
た
江
戸
は
、
こ
こ
に
ま
た
新
日
本
の
首
都
と
し
て
復
活
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

丸
屋
の
東
京
支
店
は
、
本
店
の
開
業
か
ら
一
年
あ
ま
り
遅
れ
て
開
設
さ
れ
た
。
そ
の
場
所
は
日
本
橋
品
川
町
裏
河
岸
（
現
在
の
室
町

こ
の
頃
の
こ
と
で
あ
る
。

抄
０

宮
轡
甲
告

（ 磯鏡議ｆ懲鋤

●
‐
碑
●
蕊
浄
公

驚識

＃
‐
…
、
司
酎
＃
”
骨
坤
品
＃
ず
路
園
◇
記
画
学
ｆ
、

兜
伸
‐
．

灘 ：

二
東
京
支
店
の
開
業

5４

、

蕊

福沢諭吉著「改暦弁」

明
治
元
年
四
月
江
戸
開
城
の
後
、
徳
川
家
達
（
田
安
亀
之
助
）

は
駿
府
七
十
万
石
に
封
ぜ
ら
れ
て
、
西
に
移
っ
た
。
新
政
府
は

江
戸
に
鎮
台
を
置
い
て
、
旧
幕
領
を
支
配
し
た
が
、
す
で
に
諸

侯
は
す
べ
て
江
戸
の
屋
敷
を
引
き
払
い
、
多
く
の
武
士
の
在
住

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
繁
栄
し
た
大
都
市
は
、
一
朝
に
し
て
衰
頚

し
た
。
広
大
な
邸
宅
が
捨
て
売
り
に
さ
れ
て
買
手
が
な
く
、
山

の
手
の
各
処
に
桑
や
麻
を
栽
培
す
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
た
の
は
、



柴
田
安
蔵
で
あ
る
。

一
丁
目
三
番
地
付
近
）
で
あ
る
。
そ
の
あ
た
り
は
釘
や
金
物
の
店
が
多
か
っ
た
た
め
に
、
釘
店
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
片
岡
磯
七

が
、
島
屋
の
屋
号
で
経
木
店
を
開
い
て
い
た
が
、
丸
屋
の
店
員
沢
井
秀
造
の
母
は
磯
七
の
姉
で
あ
っ
た
の
で
、
早
矢
仕
有
的
は
、
秀
造

の
口
利
き
に
よ
っ
て
こ
れ
を
買
収
し
て
、
丸
屋
の
東
京
支
店
と
し
た
。
明
治
三
年
三
月
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
屋
号
は
事
情
が
あ
っ

て
、
旧
に
よ
っ
て
島
屋
と
い
い
、
店
主
の
仮
名
を
善
六
と
い
っ
た
。
実
際
に
業
務
を
担
当
し
た
の
は
、
沢
井
秀
造
の
紹
介
で
入
社
し
た

5５

島
屋
の
存
続
し
た
期
間
は
短
か
か
っ
た
。
し
か
し
明
治
五
年
に
発
行
さ
れ
た
桑
田
衡
平
訳
「
内
科
摘
要
」
の
奥
付
に
発
免
害
林
と
し

て
、
山
城
屋
佐
兵
術
及
び
島
村
利
助
と
並
ん
で
、
釘
店
の
島
屋
善
六
の
名
が
見
え
て
い
る
の
も
あ
る
。
ま
た
嘗
て
三
次
健
太
郎
（
半
七

の
孫
）
の
家
に
は
、
当
時
薬
の
分
量
を
量
る
た
め
に
用
い
た
と
い
わ
れ
る
粁
秤
一
挺
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
函
害
に
は
、
東
京

烏
善
会
局
と
記
さ
れ
て
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
島
屋
が
、
書
店
並
び
に
薬
店
を
営
業
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

釘
店
の
島
屋
の
開
業
と
同
年
に
、
早
矢
仕
有
的
は
、
日
本
橋
通
三
丁
目
十
四
番
地
に
あ
っ
た
、
呉
服
店
の
竹
屋
こ
と
鈴
木
佐
兵
術
か

ら
、
間
口
八
間
（
一
四
・
五
五
メ
ー
ト
ル
）
奥
行
二
十
二
間
（
四
○
メ
ー
ト
ル
）
の
家
を
、
地
所
共
に
三
千
五
百
円
で
買
収
し
た
。
佐

兵
術
は
政
府
か
ら
蚕
卵
紙
に
貼
付
す
る
印
紙
の
専
売
を
許
可
さ
れ
た
た
め
に
、
本
業
の
呉
服
の
営
業
に
疎
か
に
な
り
、
中
村
道
太
の
仲

介
に
よ
っ
て
店
を
譲
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
新
店
は
丸
屋
善
七
の
名
義
で
書
籍
の
販
売
を
取
り
扱
っ
た
。
そ
れ
ま
で
島
屋
に

い
た
三
次
半
七
は
、
こ
の
店
の
主
任
に
転
じ
た
。

翌
明
治
四
年
三
月
、
有
的
は
更
に
斎
藤
豊
八
の
手
に
よ
っ
て
書
店
の
北
隣
に
当
る
日
本
橋
通
三
丁
目
十
五
番
地
に
店
舗
を
購
入
し
て

唐
物
店
を
開
い
た
。
釘
店
の
柴
田
安
蔵
が
、
支
配
人
と
し
て
こ
こ
に
移
り
、
さ
ら
に
斎
藤
豊
八
が
そ
の
あ
と
を
承
け
た
。
丸
善
が
唐
物



そ
れ
と
共
に
日
本
橋
は
、
品
川
を
経
て
京
都
に
向
う
東
海
道
の
起
点
で
あ
り
、
い
ま
は
高
速
道
路
の
下
に
隠
れ
た
が
、
里
程
元
標
の

所
在
地
で
あ
る
。
寺
門
静
軒
の
「
・
江
戸
繁
昌
記
」
に
は

モ
ロ
モ
ロ
リ
シ
ヤ
ロ
ウ
ゲ
キ

「
橋
上
雑
関
シ
、
公
侯
ノ
長
槍
ノ
来
往
林
ノ
如
、
ン
・
況
ャ
諸
凡
ノ
履
写
履
展
ハ
、
夜
間
丑
寅
之
交
二
量
然
ト
シ
テ
或
ハ
少
シ
ク
絶

床
店
が
賑
わ
っ
て
い
た
。

を
営
業
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
こ
れ
が
は
じ
め
で
あ
る
。
こ
の
書
店
と
唐
物
店
が
、
そ
も
そ
も
丸
善
の
現
社
屋
の
起
原
で
あ
る
。

明
治
七
年
に
な
っ
て
、
本
町
二
丁
目
十
四
番
地
に
、
薬
店
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
の
薬
店
の
支
配
人
は
、
書
店
の
支
配
人
で
あ
っ
た
一
一
一

次
半
七
が
兼
任
し
た
。
釘
店
の
島
屋
は
、
ほ
ぼ
こ
れ
と
同
時
に
廃
止
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

日
本
橋
は
江
戸
の
市
街
の
中
心
で
あ
る
。
楓
川
に
橋
が
架
せ
ら
れ
た
の
は
、
慶
長
の
は
じ
め
で
あ
る
と
い
う
が
、
そ
の
南
岸
の
四
日

よ
し
ず

市
は
、
徳
川
氏
の
入
国
以
前
か
ら
、
付
近
の
人
民
の
物
資
の
取
引
の
場
所
で
あ
っ
て
、
明
治
の
初
年
に
は
、
ま
だ
多
く
の
蔑
賛
張
り
の

ユ
ト
ノ
イ
フ
」

5６

と
い
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
日
本
橋
か
ら
南
に
向
う
通
り
、
即
ち
通
町
は
、
江
戸
第
一
の
商
業
の
中
心
で
あ
っ
た
。
幕
末
の
動
乱
の
た

め
に
、
一
時
は
そ
の
繁
華
も
寂
れ
た
が
、
や
が
て
東
京
が
首
都
と
な
る
と
、
そ
れ
も
間
も
な
く
回
復
し
た
。

全
体
「
江
戸
町
づ
く
し
」
な
ど
に
よ
っ
て
る
、
通
町
の
一
丁
目
か
ら
四
丁
目
に
か
け
て
は
、
幕
末
以
来
、
銘
茶
、
金
物
、
繰
綿
、
紙
、

紅
白
粉
、
鰹
節
、
干
肴
、
畳
表
、
蝋
燭
、
筆
墨
な
ど
の
問
屋
が
多
か
っ
た
が
、
「
続
江
戸
砂
子
」
に
い
う
よ
う
に
通
一
丁
目
か
ら
二
丁

目
に
か
け
て
は
書
店
も
ま
た
数
多
く
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
は
唐
本
。
和
本
を
扱
っ
た
謙
山
房
（
小
林
新
兵
衛
）
、
武
鑑
や
「
江
戸
名
所

図
絵
」
の
出
版
で
名
高
い
須
原
屋
（
北
畠
茂
兵
衛
）
な
ど
が
あ
る
。
明
治
に
な
っ
て
も
、
こ
の
附
近
で
万
孫
（
万
屋
孫
兵
衛
）
、
大
倉



書
店
（
大
倉
保
五
郎
）
、
椀
屋
（
江
島
伊
兵
術
）
〔
以
上
一
丁
目
〕
山
城
屋
（
稲
田
佐
兵
衛
）
〔
以
上
二
丁
目
〕
長
亀
（
長
野
亀
七
）
、
江

藤
喜
兵
術
、
金
花
堂
佐
助
、
山
城
屋
（
稲
田
源
吉
）
〔
以
上
四
丁
目
〕
な
ど
の
名
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
書
籍
の
出
版
を
業

と
し
た
も
の
、
仲
買
に
従
事
し
た
も
の
、
古
本
の
売
買
を
専
門
に
し
た
も
の
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
こ
の
界
隈
が
書
籍
業
の
一
中
心

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
丸
善
は
実
に
こ
の
書
籍
商
業
の
中
心
地
に
進
出
し
て
、
西
洋
の
図
書
舶
載
の
新
し
い
旗
峨
を
樹

て
た
の
で
あ
る
。

三
清
水
卯
三
郎
の
事
業

5７

早
矢
仕
有
的
が
、
丸
善
の
支
店
を
東
京
の
日
本
橋
に
開
設
し
た
の
と
前
後
し
て
、
清
水
卯
三
郎
が
、
ほ
ぼ
同
じ
性
質
の
書
店
瑞
穂
屋

を
開
業
し
た
こ
と
を
、
こ
こ
に
特
に
書
き
添
え
て
置
き
た
い
。
清
水
卯
三
郎
は
武
蔵
国
羽
生
村
（
埼
玉
県
羽
生
市
大
字
羽
生
）
の
名
主

の
家
の
出
身
で
、
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
年
）
に
生
れ
た
。
若
く
し
て
漢
学
・
数
学
・
薬
学
を
学
び
、
後
に
箕
作
玩
甫
に
つ
い
て
蘭

学
を
学
ん
だ
。
そ
の
間
に
は
、
筒
井
政
憲
に
随
行
し
て
下
田
に
赴
い
た
こ
と
も
あ
り
、
海
軍
伝
習
の
供
を
し
て
長
崎
に
赴
い
た
こ
と
も

あ
り
、
文
久
三
年
の
薩
英
戦
争
の
時
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
旗
艦
ユ
ー
リ
ァ
ラ
ス
に
搭
乗
し
て
鹿
児
島
に
赴
い
た
こ
と
も
あ
る
。
よ
ほ
ど

好
奇
心
も
強
く
、
行
動
力
に
も
富
ん
だ
人
物
で
あ
っ
た
。

慶
応
三
年
に
幕
府
が
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
招
き
に
応
じ
て
、
・
ハ
リ
の
万
国
博
覧
会
に
、
日
本
の
特
産
品
を
出
品
す
る
に
当
っ
て
、
彼
は
多

種
類
の
工
芸
品
そ
の
他
の
蒐
集
に
努
力
し
、
そ
の
出
品
物
の
管
理
の
た
め
に
、
徳
川
昭
武
す
な
わ
ち
民
部
公
子
に
随
行
し
て
渡
欧
し
た
。

博
覧
会
で
日
本
コ
ー
ナ
ー
に
水
茶
屋
を
設
け
、
三
人
の
日
本
娘
（
芸
者
）
に
、
振
袖
姿
で
接
待
さ
せ
て
人
気
を
集
め
た
の
も
、
彼
の
ア



な
お
明
治
十
四
年
に
彼
が
著
わ
し
た
「
西
洋
姻
火
之
法
」
は
、
丸
善
が
発
免
元
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
明
治
十
六
年
一
月
出
版
の

「
日
本
里
程
総
覧
」
に
は
、
出
版
発
売
人
と
し
て
、
清
水
卯
一
一
一
郎
が
、
丸
屋
善
七
と
名
を
並
べ
て
い
る
。
ま
た
明
治
十
七
年
に
、
清
水

卯
三
郎
と
都
筑
直
吉
の
発
行
に
係
る
の
貰
い
の
具
》
の
の
国
目
貫
１
ｍ
艮
丙
⑦
且
①
Ｈ
に
は
、
丸
善
が
売
捌
人
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

見
る
と
、
瑞
穂
屋
と
丸
善
と
は
、
出
版
事
業
で
互
に
競
争
す
る
と
共
に
、
ま
た
提
携
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

蕊蕊鍵鍵蕊鐸蕊蕊鍵溌蕊蕊謹霧密零識彼
の
主
な
事
業
の
一
つ
一

績
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

瑞
穂
屋
で
出
版
し
た
書
籍
に
は
、
「
本
朝
通
鑑
」
や
、
物
集
高
見
の
「
こ
と
ば
の
は
や
し
」
の
よ
う
な
も
の
も
あ
る
が
、
識
訳
書
も

多
い
。
殊
に
大
月
亀
太
郎
。
河
田
鱗
也
訳
「
歯
科
全
書
」
、
渡
辺
良
爾
著
「
歯
科
学
」
、
小
林
義
直
訳
「
歯
科
提
要
」
、
小
島
原
泰
民
編

「
歯
科
解
剖
学
図
譜
」
、
荒
木
盛
英
編
訳
「
歯
科
手
術
学
」
の
よ
う
に
、
歯
科
学
に
関
す
る
も
の
が
多
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
注
意

さ
れ
る
。
ま
た
明
治
一
一
十
四
年
か
ら
「
歯
科
雑
誌
」
と
い
う
月
刊
雑
誌
を
発
行
し
て
い
る
。
歯
科
の
医
療
器
械
を
輸
入
し
た
〉
）
と
も
、

彼
の
主
な
事
業
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
五
年
に
彼
が
歯
科
商
エ
功
労
者
顕
彰
会
か
ら
顕
彰
状
を
贈
ら
れ
た
の
は
、
実
に
こ
の
功

で
あ
↓
。
。

清水卯三郎

(長井五郎著｢しみづう

さぶらう略伝」より）

イ
デ
ア
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
。

彼
が
帰
朝
す
る
と
、
間
も
な
く
幕
府
は
倒
れ
た
が
、
彼
は
政
治
の
変
動
に
関
係
な

く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
物
の
輸
入
に
強
い
熱
意
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
居
を
日
本
橋
の

本
町
三
丁
目
に
移
し
、
こ
こ
で
瑞
穂
屋
の
名
で
書
籍
・
薬
品
・
器
械
類
の
輸
入
並
に

出
版
等
の
事
業
を
起
し
た
。
い
わ
ば
あ
る
意
味
で
、
丸
善
の
競
争
者
と
な
っ
た
わ
け

5８



東
京
支
店
の
開
設
に
少
し
遅
れ
て
、
丸
屋
は
ま
た
東
京
に
仕
立
店
と
指
物
店
と
を
開
業
し
た
。
仕
立
店
は
元
来
、
福
沢
諭
吉
が
、
日

本
人
に
洋
服
の
着
用
を
普
及
さ
せ
る
目
的
で
、
明
治
五
年
に
慶
応
義
塾
の
出
版
局
の
中
に
、
衣
服
仕
立
局
を
設
け
た
の
が
は
じ
め
で
あ

四
大
阪
支
店
の
開
業

5９

清
水
卯
三
郎
は
、
こ
う
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
図
書
並
に
器
械
の
輸
入
に
力
を
注
ぐ
と
共
に
、
日
本
の
新
文
化
運
動
の
推
進
者
の
一
人

と
な
っ
た
。
彼
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
日
本
で
も
音
標
文
字
で
あ
る
仮
名
の
使
用
を

普
及
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
フ
ラ
ン
ス
で
平
仮
名
の
字
母
を
鋳
造
さ
せ
て
、
こ
れ
を
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
。
明
治
六
年

に
、
西
周
、
津
田
真
道
ら
に
よ
っ
て
、
明
六
社
が
創
立
さ
れ
る
と
、
彼
も
こ
れ
に
参
加
し
、
「
明
六
雑
誌
」
第
六
号
に
は
、
「
平
仮
名
の

説
」
を
書
い
て
い
る
。
彼
は
早
く
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
語
、
英
語
に
（
ま
た
若
干
ロ
シ
ア
語
に
も
）
通
じ
て
い
た
の
で
、
明
治
七
年
に
弓
呉
ｇ

Ｏ
ｐ
忌
口
①
○
冷
圃
閤
己
の
風
日
の
貝
巴
○
丘
の
日
興
ｑ
・
届
呂
を
緋
訳
し
て
公
け
に
し
た
が
、
そ
の
表
題
を
「
も
の
わ
り
の
は
し
ご
」
（
理
科
階

梯
の
意
味
か
）
（
ま
た
の
な
せ
い
み
〔
舎
密
〕
の
て
ぴ
き
）
と
名
づ
け
た
の
も
、
ま
た
こ
の
主
義
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。

彼
は
こ
の
よ
う
に
多
趣
味
多
方
面
で
、
新
文
化
の
先
駆
者
と
し
て
活
動
し
た
が
、
そ
の
事
業
は
不
幸
に
し
て
永
続
せ
ず
、
丸
善
が
次

第
に
大
を
為
す
の
に
対
し
て
、
瑞
穂
屋
は
全
く
影
を
潜
め
た
。
彼
は
明
治
四
十
三
年
一
月
に
八
十
二
歳
の
高
齢
で
段
し
た
が
、
そ
の
晩

年
は
む
し
ろ
不
遇
で
あ
っ
た
。
し
か
し
明
治
初
年
の
啓
蒙
期
に
お
け
る
彼
の
事
業
は
、
早
矢
仕
有
的
に
及
ば
な
い
ま
で
も
、
没
す
べ
か

ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
最
近
彼
の
自
伝
の
「
わ
が
よ
の
き
」
上
（
慶
応
三
年
ま
で
）
が
発
見
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
資
料
と
し
て
、
長
井
五

郎
氏
に
よ
っ
て
、
「
し
み
づ
う
さ
ぶ
ら
う
略
伝
」
（
昭
和
四
十
五
年
）
が
公
刊
さ
れ
た
の
は
、
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
。



明
治
四
十
年
に
残
し
て
い
る
。

る
。
そ
の
業
務
を
担
当
し
て
い
た
高
橋
岩
路
は
福
沢
と
同
じ
く
中
津
藩
の
出
身
で
、
洋
服
仕
立
職
で
あ
っ
た
高
橋
藤
之
助
の
養
子
と
な

り
、
洋
服
の
裁
断
の
技
術
を
身
に
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
教
育
機
関
の
中
で
、
こ
う
し
た
業
務
を
営
む
こ
と
が
適
当
で
な
か
っ

た
た
め
で
も
あ
ろ
う
か
、
そ
の
年
の
十
一
月
に
、
仕
立
局
は
塾
か
ら
離
れ
て
丸
屋
の
経
営
に
移
さ
れ
、
高
橋
岩
路
は
、
丸
屋
の
社
員
と

な
っ
た
。
そ
し
て
店
は
、
は
じ
め
唐
物
店
の
中
に
置
か
れ
た
が
、
翌
年
二
月
銀
座
一
一
丁
目
に
移
っ
た
。
明
治
十
四
年
に
な
っ
て
、
高
橋

は
丸
善
か
ら
独
立
し
て
、
麻
布
本
村
町
で
営
業
を
は
じ
め
た
が
、
そ
の
事
情
は
不
明
で
あ
る
。
高
橋
は
引
き
続
い
て
業
界
で
活
動
し
、
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ま
た
指
物
店
は
、
明
治
六
年
頃
横
浜
太
田
町
に
あ
っ
た
指
富
と
い
う
西
洋
家
具
店
を
買
収
し
、
間
も
な
く
こ
れ
を
東
京
の
尾
張
町
一
一

丁
目
に
移
し
た
。
こ
れ
を
担
当
し
た
の
は
、
豊
橋
出
身
の
服
部
源
助
で
あ
っ
た
。
明
治
十
年
に
上
野
公
園
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回
内
国

勧
業
博
覧
会
に
は
、
輸
入
品
を
摸
造
し
た
ベ
ッ
ド
な
ど
を
出
品
し
た
が
、
そ
の
記
事
が
当
時
の
「
郵
便
報
知
」
（
矢
野
文
雄
執
筆
）
に

出
て
い
る
。
こ
の
仕
立
店
に
し
て
も
、
指
物
店
に
し
て
も
、
丸
屋
が
西
洋
文
化
の
輸
入
を
多
方
面
に
試
み
よ
う
と
し
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
と
共
に
、
そ
れ
が
福
沢
諭
吉
乃
至
慶
応
義
塾
と
、
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

東
京
に
つ
い
で
支
店
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
大
阪
で
あ
る
。
大
阪
支
店
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
石
井
謙
道
の
勧
誘
が
大
い
に
力
が
あ

っ
た
と
い
う
。
石
井
謙
道
（
信
義
）
は
石
井
宗
謙
の
子
で
あ
っ
て
、
江
戸
で
箕
作
院
甫
ら
に
つ
い
て
蘭
学
を
修
め
、
後
に
大
坂
に
赴
い

て
緒
方
洪
庵
の
門
に
入
り
、
医
学
所
の
教
授
と
な
っ
た
。
維
新
の
変
動
に
よ
っ
て
、
医
学
所
は
大
学
東
校
と
な
っ
た
が
、
明
治
三
年
に

大
学
少
教
授
と
し
て
大
阪
医
学
校
校
長
に
転
じ
た
も
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
謙
道
は
東
京
に
在
っ
た
時
か
ら
、
洪
庵
門
下
の
同
窓
で
あ
る

福
沢
諭
吉
を
介
し
て
、
有
的
と
そ
の
事
業
を
知
り
、
大
阪
へ
赴
任
す
る
に
及
ん
で
、
そ
の
地
に
支
店
の
開
設
を
懲
憩
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。



そ
こ
で
有
的
は
、
東
京
の
釘
店
に
い
た
桜
井
慶
三
に
命
じ
て
、
大
阪
南
久
宝
寺
町
の
堺
筋
を
西
に
入
っ
た
場
所
に
家
屋
を
求
め
さ
せ
、

明
治
四
年
一
月
丸
屋
善
蔵
の
名
義
で
営
業
を
開
始
し
た
。
こ
の
店
は
や
が
て
同
年
暮
頃
、
心
斎
橋
筋
北
久
宝
寺
町
四
丁
目
に
移
転
し
た
。

心
斎
橋
筋
の
こ
の
あ
た
り
は
、
今
は
全
く
東
京
の
馬
喰
町
や
小
伝
馬
町
の
よ
う
な
問
屋
街
と
な
っ
た
が
、
も
と
は
東
京
の
日
本
橋
と

司
じ
よ
う
に
、
多
く
の
害
騨
が
軒
を
並
べ
て
い
た
。
博
労
町
四
丁
目
に
は
古
く
か
ら
名
高
い
青
木
嵩
山
堂
が
あ
り
、
そ
の
南
に
は
中
川

静
文
堂
が
あ
っ
た
。
や
や
後
に
な
る
と
大
和
田
建
樹
の
鉄
道
唱
歌
を
発
売
し
た
こ
と
で
有
名
に
な
っ
た
、
三
木
佐
助
書
店
（
現
在
の
一
一
一

木
楽
器
店
）
も
、
田
中
宋
栄
堂
も
柳
原
書
店
も
、
更
に
後
に
は
立
川
文
庫
の
出
版
で
名
を
知
ら
れ
た
立
川
文
明
堂
も
、
ま
た
一
）
の
付
近

に
あ
っ
た
。
い
わ
ば
こ
の
一
帯
は
、
当
時
の
大
阪
の
文
化
セ
ン
タ
ー
と
も
い
う
べ
き
地
域
で
あ
っ
た
。
丸
善
の
開
業
も
、
そ
の
点
で
意

し
か
し
は
じ
め
に
大
阪
支
店
の
開
設
を
委
ね
ら
れ
た
桜
井
慶
三
は
、
間
も
な
く
不
行
跡
の
た
め
に
そ
の
地
位
を
追
わ
れ
た
。
こ
れ
に

代
っ
て
大
塚
熊
吉
と
鬼
頭
良
助
、
さ
ら
に
柴
田
安
蔵
等
が
大
阪
支
店
詰
と
な
っ
た
。
有
的
は
〉
）
の
処
分
の
た
め
に
明
治
五
年
の
春
に
西

下
し
た
が
、
そ
の
序
に
郷
里
に
帰
省
し
た
。
実
に
十
三
年
ぶ
り
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
時
は
福
沢
諭
吉
も
大
阪
へ
行
を
共
に
し
た
ら

し
い
。
鬼
頭
良
助
の
談
話
に
よ
る
と
、
福
沢
は
大
阪
支
店
に
立
ち
寄
っ
て
、
広
告
文
を
認
め
た
と
い
う
。
な
お
福
沢
は
、
そ
の
年
中
津

か
ら
帰
京
の
途
中
で
神
戸
に
立
ち
寄
り
、
そ
こ
か
ら
丸
屋
善
蔵
宛
に
書
簡
を
送
っ
て
い
る
。
そ
の
文
中

（
前
略
）
其
後
御
店
の
商
売
は
如
何
、
御
様
子
相
伺
度
、
薬
品
が
売
れ
る
か
原
書
が
売
れ
る
か
緋
訳
書
が
売
れ
る
か
へ
訳
書
は
注

文
之
通
り
東
京
よ
り
相
廻
り
候
哉
、
当
時
差
向
注
文
之
品
有
之
候
哉
、
私
帰
宅
の
上
相
廻
し
可
申
、
四
月
よ
り
七
月
盆
ま
で
之
間

に
識
訳
書
之
売
捌
大
凡
何
程
に
候
哉
、
訳
書
に
限
ら
ず
大
阪
出
店
の
商
売
は
弥
以
繁
昌
之
見
込
有
之
候
哉
、
店
の
人
数
に
不
足
は
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義
が
深
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
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無
之
候
哉
相
伺
度
候
（
後
略
）

と
あ
る
の
を
見
る
と
、
い
か
に
福
沢
が
丸
屋
の
事
業
に
深
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
か
が
察
せ
ら
れ
る
。

こ
こ
に
特
記
す
ぺ
き
こ
と
は
、
慶
応
義
塾
の
医
学
所
の
分
校
の
開
校
が
、
丸
屋
の
大
阪
支
店
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
福
沢
諭
吉
が
松
山
棟
庵
と
相
談
し
て
、
三
田
の
慶
応
義
塾
内
に
、
別
に
校
舎
を
新
築
し
て
、
学
則
を
制
定
し
医
学
所
を
開
設
し

た
の
は
、
明
治
六
年
の
六
月
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
年
の
十
月
に
は
、
大
阪
慶
応
義
塾
と
称
す
る
義
塾
の
分
校
が
、
大
阪
に
設
立
さ
れ

た
。
そ
し
て
そ
の
校
舎
の
置
か
れ
た
場
所
は
、
安
堂
寺
橋
通
三
丁
目
に
あ
っ
た
丸
屋
善
蔵
の
控
家
で
あ
っ
た
。
分
校
の
学
科
教
則
は
、

ほ
ぼ
本
塾
に
則
り
、
そ
の
教
職
員
は
、
荘
田
平
五
郎
を
主
任
と
し
て
、
本
塾
か
ら
派
過
さ
れ
、
大
阪
の
分
校
か
ら
東
京
の
本
塾
に
移
る

こ
と
も
、
本
塾
か
ら
大
阪
の
分
校
に
移
る
こ
と
も
出
来
る
仕
組
で
あ
っ
た
。
こ
の
分
校
は
明
治
八
年
ま
で
継
続
し
て
、
入
学
者
は
八
、

九
十
名
に
及
ん
だ
。
後
に
こ
の
分
校
は
都
合
に
よ
っ
て
阿
波
の
徳
島
に
移
さ
れ
た
が
、
生
徒
の
多
く
は
本
塾
に
移
っ
た
と
い
う
。

こ
の
大
阪
支
店
は
、
明
治
十
八
年
の
丸
屋
の
整
理
に
際
し
て
、
細
流
会
社
の
経
営
に
移
さ
れ
て
営
業
し
て
き
た
が
、
二
十
六
年
に
な

っ
て
、
再
び
丸
善
株
式
会
社
に
吸
収
さ
れ
、
そ
の
大
阪
出
張
所
と
改
め
ら
れ
た
。
更
に
一
一
一
十
二
年
二
月
に
は
大
阪
支
店
と
し
て
復
活
し
、

金
沢
末
吉
が
そ
の
支
配
人
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
に
隣
接
し
て
い
た
三
木
佐
助
書
店
か
ら
、
支
店
の
地
所
建
物
を
譲
り
受
け
た
い

と
い
う
申
出
が
あ
っ
た
た
め
に
、
支
店
で
は
こ
れ
に
応
じ
て
、
地
所
建
物
を
三
木
書
店
に
売
却
し
、
新
に
博
労
町
四
丁
目
百
十
四
番
屋

敷
に
地
所
建
物
を
買
い
入
れ
、
四
月
か
ら
建
築
に
着
手
し
て
、
七
月
に
移
転
し
た
。
こ
れ
が
現
在
の
大
阪
支
店
の
起
原
で
あ
る
。

大
阪
支
店
が
、
横
浜
の
本
店
や
東
京
支
店
と
同
様
に
、
書
籍
。
洋
品
類
と
共
に
薬
品
を
取
り
扱
っ
て
い
た
〉
）
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

ど
し
よ
う

し
か
し
明
治
八
年
一
一
月
に
な
っ
て
、
薬
品
部
を
書
籍
部
か
ら
分
離
し
て
、
道
修
町
一
一
丁
目
一
一
一
十
四
番
地
に
丸
屋
薬
店
を
開
設
し
た
。
こ
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須賀磯八

が
明
治
二
十
四
年
四
月
の
磯
八
か
ら
有
的
に
宛
て
た
書
翰
に
、
薬
店
の
赤
字
が
七
千

四
百
余
円
に
及
ん
で
い
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
の
は
、
や
や
理
解
に
苦
し
む
点
が

な
い
で
る
な
い
。
そ
の
間
に
ど
の
よ
う
な
事
情
が
存
在
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

明
治
二
十
八
年
三
月
に
は
、
丸
善
は
臨
時
株
主
総
会
で
大
阪
薬
店
の
廃
止
を
決
議
し
、

七
千
九
百
円
で
こ
れ
を
須
賀
磯
八
に
譲
っ
た
。
こ
う
し
て
大
阪
の
丸
善
薬
店
は
完
全

に
独
立
し
、
昭
和
十
二
年
に
株
式
会
社
に
組
織
を
改
め
、
昭
和
十
七
年
に
丸
善
薬
品

産
業
株
式
会
社
と
称
し
、
以
て
現
在
に
及
ん
で
い
る
。
現
在
の
社
長
は
磯
八
の
孫
の

柳
原
良
平
で
あ
る
。

れ
は
全
く
道
修
町
が
久
し
く
薬
種
店
の
町
で
あ
っ
た
た
め
に
、
舶
来
の
薬
品
も
、
そ
の
場
所
で
取
引
す
る
こ
と
を
便
宜
と
し
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。
薬
店
は
彦
根
出
身
の
瀬
古
宗
七
が
そ
の
主
任
と
な
り
、
松
本
一
造
が
書
店
の
経
営
を
担
任
し
た
。
薬
店
は
や
が
て
瀬
古
宗
七

に
代
っ
て
鬼
頭
良
助
が
そ
の
主
任
と
な
り
、
更
に
鬼
頭
良
助
は
横
浜
の
薬
店
に
転
じ
て
、
横
浜
薬
店
の
西
崎
彦
七
が
大
阪
薬
店
に
移
つ

ぼ
こ

た
。
そ
の
後
を
承
け
た
の
が
須
賀
磯
八
で
あ
る
。
磯
八
は
越
前
（
福
井
県
）
坂
井
郡
高
椋
村
の
出
身
で
、
少
年
の
時
に
村
を
出
奔
し
て
、

明
治
四
年
に
丸
屋
に
入
社
し
た
も
の
で
あ
る
。
は
じ
め
は
東
京
の
唐
物
店
に
い
た
が
、
明
治
九
年
頃
に
大
阪
の
心
斎
橋
筋
に
医
療
器
具

店
を
開
き
、
十
二
年
頃
こ
れ
を
道
修
町
の
薬
店
に
合
併
し
、
西
崎
彦
七
の
後
を
承
け
て
、
そ
の
経
営
を
担
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。
後
に
有
的
の
女
婿
と
な
っ
た
和
田
治
術
も
、
一
時
こ
こ
に
勤
務
し
た
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
薬
店
は
明
治
十
八
年
の
整
理
の
際
に
も
手
離
さ
れ
な
い
で
、
丸
善
の
唯
一
の
支
店
と
し
て
存
続
し
た
。
こ
れ
は
須
賀
磯
八
の
経

営
の
才
が
優
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
明
治
二
十
四
年
四
月
の
磯
八
か
ら
有
的
に
宛
て
た
書
翰
に
、
薬
店
の
赤
字
が
七
千



五
京
都
及
び
名
古
屋
支
店
の
開
業
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や
な
ぎ
の
ば
ん
ぱ

大
阪
支
店
に
つ
い
で
開
設
さ
れ
た
の
は
、
京
都
支
店
で
あ
る
。
そ
の
開
店
は
明
治
五
年
八
月
で
、
場
所
は
一
一
条
通
柳
馬
場
東
で
あ
っ

た
。
こ
の
店
は
新
宮
涼
園
の
住
宅
の
表
坐
敷
で
あ
っ
て
、
そ
の
奥
に
は
涼
園
の
父
の
涼
亭
が
住
ん
で
い
た
。
涼
亭
は
す
な
わ
ち
名
医
新

宮
涼
庭
の
子
で
あ
る
。
涼
園
は
以
前
か
ら
横
浜
の
丸
屋
薬
店
の
二
階
で
、
有
的
と
共
に
英
学
を
勉
強
し
た
同
学
で
あ
る
。
恐
ら
く
そ
の

関
係
か
ら
涼
園
の
住
宅
を
借
り
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
経
営
の
名
義
人
は
丸
屋
善
吉
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
そ
の
衝
に

当
っ
た
の
は
氏
家
直
助
で
あ
っ
た
。
間
も
な
く
柴
田
安
蔵
が
大
阪
支
店
か
ら
移
っ
て
、
引
き
続
い
て
そ
の
経
営
に
当
っ
た
。
〔
柴
田
安

蔵
は
翌
年
有
的
の
義
姉
早
矢
仕
し
う
と
結
婚
し
た
〕
そ
の
取
り
扱
っ
た
商
品
は
や
は
り
書
物
と
薬
品
で
あ
っ
た
。
明
治
七
年
に
支
店
は

寺
町
通
姉
ヶ
小
路
上
ル
場
所
（
本
能
寺
前
）
に
移
転
し
た
。
寺
町
通
は
東
京
の
日
本
橋
通
、
大
阪
の
心
斎
橋
筋
と
同
じ
く
、
当
時
は
古

書
店
の
多
い
地
域
で
あ
っ
た
か
ら
、
や
は
り
同
様
の
事
情
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
寺
町
通
は
日
本
橋
通
や
心
謂
橋
筋
と
違
っ
て
、
今

で
も
書
籍
店
が
多
い
こ
と
は
、
人
の
知
る
通
り
で
あ
る
。
当
時
の
京
都
府
知
事
槙
村
正
直
は
、
丸
屋
の
事
業
に
特
別
の
保
護
を
与
え
、

京
都
支
店
に
は
京
都
府
御
用
害
蝉
の
看
板
を
掲
げ
た
と
い
う
。
し
か
し
京
都
は
東
京
や
大
阪
と
違
っ
て
、
保
守
的
空
気
の
強
い
土
地
柄

で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
営
業
状
態
も
思
わ
し
く
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
は
じ
め
は
書
店
と
薬
店
と
が
あ
っ
た
が
、
久
し
か
ら
ず
し
て

薬
店
は
廃
さ
れ
て
、
主
任
で
あ
っ
た
鬼
頭
良
助
は
大
阪
に
移
り
、
明
治
十
年
十
一
月
に
は
柴
田
安
蔵
も
横
浜
に
帰
っ
て
、
間
も
な
く
京

都
支
店
は
閉
鎖
さ
れ
た
。
京
都
支
店
は
、
わ
ず
か
に
五
年
余
の
間
存
続
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
丸
善
の
京
都
支
店
が
、
三
条
通
鉄
屋
町

に
再
び
開
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
京
都
帝
国
大
学
が
開
設
さ
れ
て
か
ら
、
や
や
程
経
た
明
治
四
十
年
の
こ
と
で
あ
る
。



明
治
七
年
八
月
に
は
名
古
屋
支
店
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
場
所
は
本
町
八
丁
目
（
現
在
の
御
幸
本
町
八
丁
目
）
で
あ
る
。
後
（
明
治

十
二
年
頃
）
に
本
町
二
丁
目
（
丸
の
内
二
丁
目
）
に
移
っ
た
。
こ
れ
は
、
も
と
慶
応
義
塾
出
版
局
の
出
張
所
を
買
収
し
た
も
の
で
、
そ

の
営
業
は
他
の
支
店
と
同
様
に
、
書
籍
及
び
薬
品
の
販
売
で
あ
っ
た
。
そ
の
担
当
者
は
そ
の
時
入
社
し
た
豊
橋
出
身
の
田
原
晴
（
近

次
）
で
あ
る
。
こ
の
支
店
は
他
の
東
京
や
大
阪
の
支
店
な
ど
と
違
っ
て
、
仮
空
の
名
義
人
を
立
て
ず
、
単
に
丸
屋
善
八
出
店
と
呼
ん
だ

の
は
、
異
例
で
あ
る
。

6５

こ
こ
に
付
記
し
た
い
の
は
中
屋
の
こ
と
で
あ
る
。
中
屋
は
明
治
十
年
に
桧
物
町
の
交
銀
私
局
の
隣
に
開
店
し
た
。
名
義
人
は
平
尾
東

一
一
一
（
後
に
穂
積
寅
九
郎
）
で
あ
っ
た
が
、
実
際
上
の
経
営
は
、
早
矢
仕
有
的
が
こ
れ
に
関
係
し
た
ら
し
い
。
そ
れ
は
有
的
の
甥
の
虎
吉

（
勝
四
郎
の
子
）
が
、
こ
の
店
に
勤
め
て
い
た
こ
と
か
ら
も
想
像
さ
れ
る
。
店
務
は
長
尾
鐘
太
郎
と
い
う
番
頭
が
、
こ
れ
に
当
っ
た
。

は
じ
め
は
簿
記
用
の
罫
紙
な
ど
の
販
売
を
主
と
し
て
い
た
が
、
後
に
は
各
種
の
帳
簿
な
ど
も
取
り
扱
い
、
一
般
の
製
本
も
引
き
受
け
た
。

そ
の
他
石
版
。
銅
版
製
の
株
券
や
、
手
形
。
鑑
札
。
切
符
類
な
ど
も
依
頼
に
応
じ
て
製
作
し
た
。
な
お
複
写
器
。
印
肉
な
ど
も
販
売
し

て
い
る
。
こ
の
印
肉
は
印
刷
局
の
製
造
に
係
る
も
の
で
、
朱
肉
・
黒
肉
の
他
に
、
青
肉
。
緑
肉
な
ど
も
あ
っ
た
。
ま
た
そ
の
関
係
で
、

印
刷
局
で
製
作
し
た
写
真
石
版
の
「
国
華
余
芳
」
や
各
種
の
法
帖
類
の
販
売
も
取
り
扱
っ
た
。

明
治
十
四
年
頃
に
、
中
屋
は
京
橋
の
紺
屋
町
に
あ
っ
た
活
版
所
を
合
併
し
た
が
、
こ
の
活
版
所
は
欧
文
の
活
字
を
持
っ
て
い
た
た
め
に
、

丸
善
の
加
盟
し
て
い
た
洋
書
諦
刻
組
合
（
後
の
六
合
館
）
な
ど
の
印
刷
も
引
き
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
明
治
十
六
年
頃
に
は
、
こ
の

活
版
所
は
、
「
い
ろ
は
新
聞
」
の
発
行
所
で
あ
る
京
橋
竹
川
町
の
藤
平
活
版
所
と
合
併
し
て
、
大
い
に
業
務
を
拡
張
し
た
が
、
明
治
十
八

年
に
な
っ
て
、
「
い
ろ
は
新
聞
」
は
、
八
幡
儀
一
一
一
郎
の
手
に
移
り
、
中
屋
の
活
版
所
は
、
八
幡
氏
に
賃
貸
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の



丸
善
の
経
営
は
、
こ
う
し
て
年
と
共
に
順
調
に
発
展
し
た
が
、
こ
こ
に
図
ら
ず
も
東
京
支
店
は
火
災
の
厄
に
見
舞
わ
れ
た
。
明
治
九

年
十
一
月
二
十
九
日
の
午
後
十
一
時
二
十
分
頃
、
数
寄
屋
町
一
一
番
地
（
現
在
の
八
重
洲
二
丁
目
五
）
の
鈴
木
と
い
う
家
か
ら
出
火
し
、

折
か
ら
西
北
の
風
が
強
か
っ
た
た
め
に
、
新
富
町
、
新
栄
町
一
帯
ま
で
を
も
焼
き
払
い
、
日
本
橋
通
は
南
は
京
橋
際
で
止
ま
り
、
北
は

丸
善
の
書
店
、
唐
物
店
を
全
焼
し
て
、
そ
の
北
隣
の
唐
物
屋
丸
久
を
半
焼
に
し
て
止
ま
っ
た
。
鎮
火
は
一
一
一
十
日
の
午
前
六
時
半
頃
で
あ

っ
た
。
全
焼
失
戸
数
は
約
一
万
戸
に
近
く
、
死
者
も
か
な
り
あ
っ
た
模
様
で
あ
る
。
「
東
京
日
日
新
聞
」
・
の
岸
田
吟
香
は
、
こ
の
時
京

橋
と
紀
伊
国
橋
と
の
上
に
、
そ
の
発
売
す
る
精
鋳
水
を
無
代
で
進
上
す
る
と
い
う
貼
紙
を
出
し
た
た
め
に
、
火
災
の
灰
な
ど
が
目
に
入

っ
て
困
っ
た
者
が
門
前
に
黒
山
を
築
い
た
と
い
う
。
丸
善
は
創
業
以
来
不
幸
に
し
て
四
度
も
火
災
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、

そ
の
最
初
の
も
の
で
あ
る
。
丸
善
が
全
焼
し
て
、
そ
の
北
隣
で
火
が
止
ま
っ
た
の
は
、
丸
善
に
取
っ
て
不
運
で
あ
っ
た
｝
）
と
は
、
い
う

ま
で
も
な
い
が
、
し
か
し
最
後
に
焼
け
た
だ
け
に
火
の
廻
り
も
遅
く
、
商
品
な
ど
も
あ
る
程
度
ま
で
持
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
早
く
も
、
十
二
月
一
一
一
日
か
ら
、
土
蔵
前
で
仮
営
業
を
始
め
て
い
る
こ
と
か
ら
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
雁

六
丸
善
の
火
災

6６

賃
貸
契
約
は
中
村
道
太
の
保
証
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
後
に
紛
議
が
起
っ
て
解
消
し
た
。
し
か
し
そ
の
間
に
機
械
・

活
字
等
に
傷
み
が
あ
っ
て
、
中
屋
は
、
か
な
り
の
損
害
を
蒙
っ
た
と
い
う
。
な
お
中
屋
は
丸
家
銀
行
の
倒
産
の
際
に
、
早
矢
仕
有
的
の

手
か
ら
離
れ
て
、
金
原
明
善
の
経
営
に
う
つ
っ
た
が
、
丸
善
と
の
関
係
は
、
そ
の
後
も
久
し
く
持
続
さ
れ
、
大
正
年
代
ま
で
丸
善
の
製

本
は
、
ほ
と
ん
ど
中
屋
が
取
り
扱
っ
た
と
い
う
。



6７

災
後
の
改
築
が
い
つ
頃
出
来
上
っ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
確
実
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
店
の
奥
に
住
ん
で
い
た
有
的
の
一
家
は
、
確
災

の
た
め
に
、
し
ば
ら
く
銀
座
の
仕
立
店
の
一
一
階
に
仮
住
居
を
し
て
い
た
が
、
翌
十
年
の
一
一
月
に
は
旧
居
に
戻
っ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
考

え
る
と
、
そ
の
頃
書
店
も
唐
物
店
も
、
バ
ラ
ッ
ク
に
し
て
も
新
築
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
丸
善
の
復
興
は
、
意
外
に
早
か
っ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。




